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前主系列星は強い磁場を持ち、太陽に比べ 104 ∼ 107倍のフレアを起こす。中でもV773 Tauは過去にX線で、
前主系列星としては最大の 1× 1033 erg/sのフレアが観測されている (Tsuboi et al. 1998)。また、電波では連星
周期に対応する約 52日周期で最大光度を示す (Massi et al. 2002)。星として最大規模のフレアが期待され、かつ
フレアの発生を予測できるV773 Tauは多波長によるフレアの統一的理解に最適なターゲットである。
2011年秋季年会では、2011年 2月に行った多波長同時観測について発表した。X線と可視光でフレアと増光を

捉え、白色光フレアの可能性について議論をした。しかし、全国的に天候が悪く有効なデータがは得られなかった。
そこで、2回目の同時観測を企画し、近星点直前の 12月 22日から 25日に、1衛星と 16台の望遠鏡を用いて、

X線、電波、可視光、赤外線の観測を行った。今回は、電波とX線でフレアを、Hα線で増光を捉えた。また、紫
外線、可視光で周期的な変動を検出した。電波フレアの規模は近星点直前で起きる最大級のものであった。この
時X線フレアは確認できなかったが、紫外線、可視光帯域で減光を検出した。これは視線方向に遮蔽物が発生し
たことを示唆し、電波フレアとともに、Coronal Mass Ejectionが発生した可能性がある。また、求めた周期変動
から、黒点と伴星の位置関係が巨大電波フレアの発生に関係している可能性がある。これらについて議論をする。


